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論　　文　　の　　要　　旨
　1950年代にラKatetov雪森田によって害距離空問における次元論が確立された。すなわち、距離
空間Xにおいてはラ次元論の基本定理と呼ばれる被覆次元dimXと大きな帰納的次元hdXが等しいこ
とヨXがdimX＋1個のO次元部分空問の和として表わされること等が証明された。
　溝上氏は本論文において，一般化された距離空問，特にパラコンパクトσ一距離空問さらにμ一空
問について上記基本定理の成立を証明し害またV刎ghanによって与えられた距離空問の次元の特徴
付けをσ一距離空問ヨμ一空間において証明している。第一章においては，特殊σ一距離空問を導入
し，この空問がM、空問であることラこの空問Xについてつぎの定理を証明している。di㎜X≦nとな
る必要十分条件は，Xのσ一疎となる開基Bが存在してヨBの各元WについてdimB（W）≦n－1ラB（W）
はWの境界ラとなることである。第二章では特殊㎝b1cμ一空問で上記の定理が成立することが示さ
れている。第三章においては雪特殊μ一空間において次元の基本定理が成立することラまた第一章の
主定理が特殊μ一空問でも成立することが証明される。第四章では雪さらにμ一空間で次元の基本定
理の証明が与えられている。μ一空問Xがdi㎜X≦nとなる必要十分な条件は，Xがパラコンパクトσ
一距離空問XiでdimX一≦Rとなる空問別｛X，｝の逆極限となることが示されている。各章において。
導入された特殊σ一距離空聞，特殊μ一空問が往来のMi空間ラL空間等と如何なる関係にあるかがラ
実例によって解明されている。
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審　　査　　の　　要　　旨
　Le1boによってLasnev空問において次元論の基本定理が証明されて以来、M証空問において基本定
理が成立するかどうかは、現在次元論の最大の問題の一つである。溝上氏は雪特殊σ一距離空問雪特
殊μ一空間等M控間の部分族を形成する興味ある空問族を導入しヨこの空問族において次元論の基本
定理が成立することを証明した。さらに，距離空問の次元の最も強い特徴付けを与えるV鋤gh独の
定理がこの空問族で成立することを示している。これはNagataの問題の部分的な解決となってい
る。本論文での溝上氏の証明した諸定理はヨMi空間での次元論の確立に肯定的な意味で期待を持た
せるものでありヨ国際的にも高く評価されている。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分の資格を有するものと認める。
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